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中量車ディーゼル車 

（1.7t超2.5t以下）

乗用車ディーゼル車

乗用車ガソリン車

２０００年の二酸化窒素の高濃度地域は、１９９６年に比較して減少している。近年、自動車全体の走行台・キロが増加

している中で、自動車排出規制の更なる強化により、大気汚染対策を図っているため。

東京周辺1996年

2000年

（出典） 環境省「大気汚染状況報告書」(H12）より国土交通省国土計画局作成。

大阪周辺

二酸化窒素の１日平均値の年間98％値の変化

二酸化窒素の１日平均値の年間98%値

0    ～0.04ppm

0.04～0.06ppm

0.06ppm以上

（注）

１．二酸化窒素：それ自身の毒性のほか、
酸性雨、光化学スモッグの原因にもなっ
ている。

２．１日平均値の年間98％値：二酸化窒素
の評価方法で、年間における１日平均値
のうち、低い方から98％に相当する値。

３．二酸化窒素の環境基準（長期評価）：
一日平均値の年間98％値が0.04～
0.06ppmのゾーン内、又はそれ以下であ
ること。

４．観測局（一般）の存在する市区町村の
みプロットしている。

指標：二酸化窒素の１日平均値の年間98％値 （大気汚染の解消）

名古屋周辺

モニタリング項目：都市整備の動向 視点：環境と共生した社会システムの構築はどの程度進んでいるか。 ■国土のモニタリング

（出典）国交省「道路交通センサス」(H6),(H9),(H11)、環境省環境管理局HP資料より国土交通省国土計画局作成。

自動車走行台・キロ/12hの推移
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（注）１．走行台・キロ／12h：調査単位区間別延長にその調査単位区間の１２時間あたりの通過自動車台数を乗じ加算した、自動車走行距離の総和。
２．自動車排出ガス規制値（単体規制）：全国で販売される新車を対象としている。

自動車排出ガス規制値（全国一律）

（窒素酸化物に係る単体規制）
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自動車走行台・キロ／１２ｈの推移


